
会場参加者には「ゴム分析 Q&A 2027」を進呈します！ 
…………………………………………………………………………………………………………………………… 
第318回ゴム技術シンポジウム 

ゴム分析の基礎・分析事例・劣化解析 
主 催：一般社団法人日本ゴム協会研究部会 分析研究分科会 
協 賛：高分子学会、自動車技術会、石油学会、繊維学会、日本化学会､日本画像学会、日本機械学会、 
（予定）日本合成樹脂技術協会、日本材料学会、日本接着学会、日本トライボロジー学会、日本複合材料

学会、日本分析化学会、日本レオロジー学会、プラスチック成形加工学会、マテリアルライフ学

会（順不同）                              
…………………………………………………………………………………………………………………………… 
 ゴムの分析に関して基礎から応用技術までを解説する講演会です。今回は、新しい試みとして分析研究

分科会の会員で、ゴム分析の基礎の講演とポスター発表を行い、ゴム分析についての日頃の疑問を解決し

てもらうためQ＆Aコーナーを開設します。また、応用編としてゴム材料の構造解析の講演を行い、劣化分

析について深く掘り下げるため、複数の講演を行います。多数のご参加をお待ち致します。 

日 時： 2026年11月20日（金）10：00～17：00 

場 所： ハイブリッド開催（東部ビル5階とオンライン（ZOOM）併用） 
 
受講料： 日本ゴム協会会員・協賛団体会員24,200円 日本ゴム協会学生会員 無料 

 ※受講者が日本ゴム協会の正会員でない場合でも、ご所属が法人としてゴム協会員（賛助会員）
の場合は1口2名様まで会員扱いの受講料で受付けます。 

     シニア制度対象会員12,100円（60歳以上の正会員） 会員外33,000円 
  受講料には消費税・テキスト代を含みます。 

申込要領：弊会ホームページ（https://www.srij.or.jp/）よりお申込みください。 
※お申し込み後、請求書・領収書は、マイページよりダウンロードいただけます。 
開催1週間前を目途に、当日のご案内をお知らせいたします。 

テキスト：電子ファイルにてテキストを配付いたします。テキスト配付に相当いたします閲覧用PW通知

後のキャンセルはお受けいたしかねますので、あらかじめご了承ください。 
送金方法：開催前日までに、銀行振込にてご納入ください（三井住友銀行 日比谷支店 普通№7100847 

 一般社団法人日本ゴム協会）。誠に恐れ入りますが、振込み手数料は貴方でご負担ください。

また、一度ご入金された受講料は返金いたしかねますのであらかじめご了承ください。 
お問合せ：一般社団法人日本ゴム協会 ゴム技術シンポジウム係 
     （〒107‐0051 東京都港区元赤坂1-5-26 東部ビル１階 
           TEL：03-3401-2957 ／ E-mail：kenkyuubukai@srij.or.jp)               
             演  題                      講  師           
10：00～10：05  開会のあいさつ                         分析研究分科会主査 寺田 直樹 

【座長】住友ゴム工業(株) 三木 尚之 
10：10～11：50  ゴム分析の基礎                   

藤倉コンポジット(株) 小林 梨花 氏 
(株)興国ゴム技術研究所 嶋田 大輔 氏 

劣化ゴムの物理試験・化学分析の解析事例について紹介し、ゴムの劣化を正確に把握する 

為に必要な多角的な視点について解説する。 

11：50～12：50  休憩 

                              【座長】三ツ星ベルト(株) 篠原 聡子 
12：50～13：50  透過電子顕微鏡を用いたゴム材料の微細構造解析 

日本電子(株)  青山 佳敬 氏 
ゴム材料試料の前処理方法、TEM/STEM観察法および特殊な解析事例を紹介する。 

 
13：50～14：50  ゴム状態NMR法による加硫天然ゴムの劣化構造解析 

 (一財)化学物質評価研究機構 齊藤 貴之 氏 
熱、光、オゾンにより劣化した加硫天然ゴムの構造解析をゴム状態ＮＭＲ法により 

実施した事例を紹介する。 

 

14：50～15：00  休憩 

 
 



【座長】横浜ゴム(株) 高橋 亮太 
15：00～16：00 1.Conventional technologyを用いた31年EU規成再生プラ対応分析技術 
         （エコロジーと信頼性は両立できるのか？） 
         2.下水管崩壊事故は豊かな食生活が招いた 

   長岡技術科学大学 大武 義人 氏 
         マテリアルリサイクルは理想であるが現実には信頼性にとぼしくゴミがゴミを呼び込む 

リサイクルになりがち、それをどう分析技術を用いて少しでも解決してゆくか、現場技術者の 

うでのみせどころ。 

                        

16：05～16：55  「ゴム分析の基礎」ポスター発表（ゴム分析Q&Aコーナーを併設） 
分析研究分科会 

16：55～17：00 開会のあいさつ                          分析研究分科会副主査 田村 珠美 
 
プログラムは一部変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。 
 


